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Abstract 

The hybrid of the native freshwater mussel Sinohyriopsis schlegelii (Martens, 1861) and Sinohyriopsis 

cumingii (I. Lea, 1852), introduced from China, has been reported to be established in natural freshwater 

bodies in multiple localities in Japan. In Okayama Prefecture, possible hybrid specimens were recorded in 

2025 in a channel of the Kurashiki River system at Kawahari, Minami-ku, Okayama-shi for the first time. In 

this study, five individuals assumed to be hybrid specimens were collected from four newly identified sites in 

Okayama Prefecture. Three of the sites are part of the Sasagase River system: Higashiune and Onoue, both 

irrigation ditches, and Yonekura, located in the main stream. The remaining site, Futsukaichi, is part of the 

Kurashiki River system. Although the record of hybrid specimens in Okayama Prefecture was limited to a 

single locality, this study confirmed that hybrid specimens occur across multiple water systems within the 

prefecture. 
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緒言 

外来種の定着は、ニッチが重複している在来種

に対して競合や、近縁種との交雑による遺伝的攪

乱などを通じて直接的な悪影響を及ぼし、生物多

様性を低下させる（Sato et al. 2010; Bohling 2016; 

Gallardo et al. 2016）。特に、定着先の近縁種との

交雑による遺伝的攪乱は、外来種が在来種に与え

る悪影響の中で最も深刻なものの 1 つであり、交

雑が進行すると、在来種の遺伝子が外来種の遺伝

子に置き換わり、最終的に在来種集団が消失する

可能性がある（Allendorf et al. 2001）。また、外来

種どうしの相互作用によって侵入が促進される、

すなわち侵入溶融（invasional meltdown）により、

他の外来種の定着を促進するといった間接的な

悪影響も引き起こす（Simberloff and Von Holle 

1999; Ricciardi 2001）。したがって、交雑を引き

起こす外来種の防除は在来生態系を保全するう

えで急務であり（Diagne et al. 2021）、その基盤と

して、最新の分布状況の把握や分布拡大の追跡モ

ニタリングなどが求められる（Halmy 2024; Clarke 
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et al. 2025）。 

ヒレイケチョウガイ Sinohyriopsis cumingii (I. 

Lea, 1852) は、中国からベトナムにかけて自然分

布するイシガイ科 Unionidae Rafinesque, 1820 の

淡水性二枚貝類（以下、「イシガイ類」と記す）

の一種である（GBIF 2022）。本種は、淡水真珠

の養殖を目的として日本に輸入され、琵琶湖固有

種であるイケチョウガイ  S. schlegelii (Martens, 

1861) との交雑個体（以下、「交雑個体」と記す）

を作出することで、イケチョウガイ種苗の生産に

用いられている（萩原ら 2021）。一方で、養殖場

からの逸出や放流に由来する交雑個体の自然水

域への侵入または定着が、茨城県（Shirai et al. 

2010; 萩原ら 2021; Ishii et al. 2025）、愛知県（川

瀬・川瀬 2025）、滋賀県（Shirai et al. 2010; Ishii 

et al. 2025）、岡山県（柏ら 2025）で確認されて

いる。交雑個体の侵入が在来生態系へ及ぼす影響

として、滋賀県では、交雑個体と在来種のイケチ

ョウガイとの間で交雑による遺伝的攪乱が進行

し、絶滅が危惧されている（Shirai et al. 2010; Ishii 

et al. 2025）。その結果、現在のイケチョウガイの

産地は国内外来とみなされる青森県高瀬川水系

の姉沼のみで確認されている（Shirai et al. 2010; 

Ishii et al. 2025）。加えて、茨城県利根川水系霞ヶ

浦では、国外外来種のオオタナゴ Acheilognathus 

macropterus (Bleeker, 1871) が交雑個体を産卵基

質として利用することが報告されており、交雑個

体の定着がオオタナゴの定着を助長する可能性

が示唆されている（萩原ら 2016; 山本ら 2023）。

また、交雑個体が在来生態系に及ぼす影響は十分

に評価されていないものの、ニッチの重複する在

来のイシガイ類に対して競合による悪影響を及

ぼす可能性が懸念される。以上の点から、在来生

態系の保全において、交雑個体の防除を検討する

必要がある。 

岡山県におけるイケチョウガイの報告につい

ては、1960 年代に、県南部に位置する倉敷川水系

妹尾川に琵琶湖産の個体が放流された記録があ

るほか、1993 年に、県南部に位置する児島湖で確

認されている（瀬尾ら 2020）。また、2018 年に、

妹尾川と接続する農業水路において比較的新し

い死殻が確認されている（瀬尾ら 2020）。前述の

通り、在来イケチョウガイの確実な産地は現在青

森県に限られており、本種が現在も岡山県に生息

している場合、国内外来集団ではあるものの、保

全上の価値が高いとの指摘もある（瀬尾ら 2020）。

一方、2022 年に、岡山市南区川張の倉敷川水系の

水路で交雑個体の定着が確認されており、在来生

態系はもちろん、もし岡山県に在来イケチョウガ

イが現存する場合は該種にも悪影響を及ぼす可

能性が指摘されている（柏ら 2025）。したがって、

岡山県における交雑個体の防除は急務であり、そ

の基盤として、交雑個体の分布状況を把握する必

要がある。しかしながら、柏ら（2025）が報告し

た倉敷川水系の水路以外における交雑個体の分

布状況は明らかになっていない。 

そこで本研究では、岡山県における交雑個体の

分布状況を明らかにすることを目的として、これ

まで交雑個体の記録がなかった水域において採

集調査を行い、得られた交雑個体を標本に基づい

て記録する。 

 

材料および方法 

2025年4月21日に岡山市南区東畦の笹ヶ瀬川

水系の農業用水路（St. 1）で、10月22日に岡山

市北区尾上の笹ヶ瀬川水系の農業用水路（St. 2）

で、11月19日に倉敷市二日市の倉敷川水系の河

川（St. 3）で、12月1日に岡山市南区米倉の笹ヶ

瀬川水系笹ヶ瀬川本流（St. 4）で、計4ヵ所の調

査地（Fig. 1）において、徒手あるいはタモ網（前

幅 40 cm、目合 3 mm）を用いた採集調査を行

った。調査は各調査地点において1–3人で1時間

程度行った。 

交雑個体の殻は、イケチョウガイのそれより

も相対的に薄くて幅が狭く、成貝となった後も

翼状突起後が背縁に高く突出し、殻表の放射肋

の凹凸が顕著であるといった形態的特徴から、

イケチョウガイと識別可能であるとされる（氏

家・水谷1994）。そのため、本研究では、これら

の形態的特徴をもつ個体を交雑個体と判断し

た。 

交雑個体の採集後に、各地点の物理環境デー 
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Fig. 1. Map of the study sites. The yellow circle indicates the site where possible hybrid specimens of 

Sinohyriopsis cumingii and S. schlegelii were collected by Kashiwa et al. (2025), and red circles indicate the 

sites where possible hybrid specimens of S. cumingii and S. schlegelii were collected in this study (Sts. 1–4). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タとして、流路幅（m）、水深（cm）、流速（cm/s）、

底質を測定・記録した。流速の測定には電磁流

速計（KENEK社製、VE20）を用い、各地点の6

割水深で3回測定し、平均値を算出した。底質は

目視で判断した。なお、St. 4は、水深が深く、

物理環境の測定が困難であったため、水深およ

び流速の測定を行わなかった。 

採集された交雑個体は、岡山大学農学部水系保

全学研究室に移送後、各個体の殻長・殻高・殻幅

を、デジタルノギス（シンワ測定株式会社製、

19990）を用いて0.01 mm単位で計測し、小数点以

下第2位を四捨五入して記録した。その後、約100 

˚Cの熱湯で2–3分程度茹でて肉抜き（Fukuda et al. 

2008）を行い、殻は乾燥標本とし、軟体部のうち

閉殻筋の一部を切り出して将来的な分子系統解

析のために無水エタノールで脱水するとともに、

残りの軟体部は5 %海水ホルマリンで固定した。

これらの標本は岡山大学農学部水系保全学研究

室（OKCAB）に所蔵されている（登録番号：

M31384–M31387）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果 

採集された個体の形態 

イケチョウガイ属は、St. 1 で 1 個体（殻長 47.6 

mm）、St. 2 で 1 個体（殻長 83.0 mm）、St. 3 で 1

個体（殻長 104.1 mm）、St. 4 で 2 個体（殻長 55.0– 

59.6 mm、平均 ± 標準偏差 57.3 ± 2.3 mm）、計 5

個体（Figs. 2, 3）が採集された。各個体の計測値

を Table 1 に示す。 

いずれの個体も日本在来のイケチョウガイよ

りも前後方向に短く、後背縁が顕著な翼状に立ち

上がり、大型個体であっても殻が薄い点で氏家・

水谷（1994）および柏ら（2025）が示した交雑個

体と共通する。翼状突起は殻の大きさを問わず全

個体で顕著であるが、その高さには個体差が大き

く、Fig. 3A と 3B の個体は殻長がほぼ同じであ

るにもかかわらず、3B の個体の突起は 3A より

も高い。殻の膨らみは若い個体（Fig. 3A–C）では

弱く、より大型の個体（Fig. 2A, B）ではやや強ま

るもののイケチョウガイほどには膨らまない。柏

ら（2025）は交雑個体の殻の後端には皺状彫刻が

発達し、翼状突起の辺縁は鋸歯状を呈すると述べ 
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Fig. 2. Possible hybrid specimens between Sinohyriopsis cumingii and S. schlegelii examined in this study. From top 

to bottom: right lateral view, left lateral view, dorsal view, and ventral view. A: St. 3, Kurashiki River system, 

Futsukaichi, Kurashiki-shi (deposited in the collection of Conservation of Aquatic Biodiversity, Okayama University: 

OKCAB M31387), B: St. 2, Sasagase River system, Onoue, Kita-ku, Okayama-shi (M31386). Photo by HF. 

 

Table 1. List of sampling dates, localities, number of individuals (N), shell length (L), shell height (H), shell width 

(W) and voucher specimen numbers (in OKCAB collection) of possible hybrid specimens of Sinohyriopsis cumingii 

and S. schlegelii examined in this study. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ているが、今回得られた 5 個体間ではそれらの発

達の程度に幅があり、皺状彫刻が顕著なもの（Fig. 

2A）から微弱なもの（Figs. 2B, 3A–C）まで見ら

れる。また翼状突起の前縁は 4 個体で鋸歯状であ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るのに対し、Fig. 3A の個体ではこれが認められ

ない。さらに、最大個体（Fig. 2A）では殻表は一

様に茶褐色であるが、他の 4 個体では明瞭な多数

の放射彩をそなえる。 
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Fig. 3. Possible hybrid specimens between Sinohyriopsis cumingii and S. schlegelii examined in this study. 

From top to bottom: right lateral view, left lateral view, dorsal view, ventral view, and soft-parts with shells. A, 

B: St. 4, Sasagase River system, Yonekura, Minami-ku, Okayama-shi (OKCAB M31385), C: St. 1, Higashiune, 

Minami-ku, Okayama-shi (M31384). Photo by HF. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

殻の内面は真珠光沢が強く、殻頂の前方に小さ

く弱い擬主歯をもち、そこから後背縁に沿って長

く明瞭なキール状の後側歯が走る（Fig. 3A, B）。

茹でて殻を開くと、少なくとも 1 個体（Fig. 3B）

では外套膜の後方背側が翼状突起の内側へ達し

ているのが確認された。足は淡いベージュ色、扁

平な三角形で大きく発達する。水管の辺縁とその

周囲の外套膜後縁は濃茶褐色に縁取られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地点の物理環境 

St. 1 は、流路幅 3.2 m、水深 62.6 cm、流速 1.2 

cm/s、底質は泥であり、両岸はコンクリートで護

岸されていた。St. 2 は、流路幅 1.9 m、水深 39.6 

cm、流速 6.7 cm/s、底質は砂であり、両岸はコン

クリートで護岸されていた。St. 3 は、流路幅 6.5 

m、水深 43.5 cm、流速は 0.47 cm/s、底質は泥で

あり、両岸はコンクリートで護岸されていた。St. 
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4 は、流路幅 116.8 m、底質は泥であり、当該区間

では護岸の施工は確認されなかった。岡山県南部

では 6 月–9 月末頃が灌漑期であり（国土交通省

2024）、農業用水路に位置する St. 1 と St. 2 での

調査時期は非灌漑期に相当する。しかしながら、

いずれの地点でも水が確認されたため、これらの

農業用水路では恒常的に水が存在する可能性が

ある。 

 

考察 

既往研究（柏ら 2025）では、岡山県における交

雑個体の記録は岡山市南区川張の倉敷川水系の

農業用水路に限られていたが、本研究では、笹ヶ

瀬川水系の岡山市南区東畦の農業用水路、北区尾

上の農業用水路、南区米倉の笹ヶ瀬川本流、倉敷

川水系の倉敷市二日市の河川で交雑個体と考え

られる個体が採集された。また、個体が採集され

た 2 地点は笹ヶ瀬川水系のコンクリート護岸さ

れた農業用水路で、1 地点は流路幅が 116.8 m の

笹ヶ瀬川本流である。以上の結果から、交雑個体

は倉敷川水系および笹ヶ瀬川水系の複数の水域

に分布し、小規模な農業用水路から河川の本流に

まで侵入していることが明らかとなった。 

本研究では、殻長が 47.6–59.6 mm（平均 ± 標

準偏差 54.1 ± 4.9 mm）の交雑個体と考えられる

幼貝が、笹ヶ瀬川水系で 3 個体確認された。先述

のとおり、柏ら（2025）は、倉敷川水系の水路に

おいて殻長が 55 mm の交雑個体と考えられる幼

貝を確認し、再生産している可能性を示したが、

笹ヶ瀬川水系においても交雑個体が再生産して

いる可能性が示唆される。イシガイ類は、幼生期

に魚類などに寄生しながら成長する（根岸ら

2008）。霞ケ浦における交雑個体は、チチブ

Tridentiger obscurus (Temminck and Schlegel, 1845)、

アシシロハゼ Acanthogobius lactipes (Hilgendorf, 

1879) などの底生魚を主な宿主として利用して

おり（加瀬林 1966）、これらの魚類は岡山県にも

生息していることから（岡山県 2025）、同様に宿

主として利用することで交雑個体が再生産して

いるとみられる。 

イシガイ類は、幼生期に宿主の魚類の移動に伴

って分布を拡大する（根岸ら 2008）。霞ヶ浦にお

ける交雑個体は、湖内で分布を拡大しており、そ

の原因についても宿主の魚類による移動の可能

性が示唆されている（萩原ら 2021）。侵入地点が

倉敷川水系の水路であった場合（柏ら 2025）、同

水系および笹ヶ瀬川水系に発達する水路網を介

し、宿主魚に寄生して複数の水域へ拡大した可能

性がある。一方で、今回得られた各個体は皺状彫

刻、翼状突起の前縁、殻表の色彩において形態が

一様でなかった。したがって、本研究で採捕され

た個体が同一の起源に由来するとは限らないが、

イシガイ類の殻の形態は環境要因によって変化

し、同一種内においても多型が認められるため

（Inoue et al. 2013）、形態の差異が生息環境の違

いによってもたらされた可能性も考慮する必要

がある。 

本研究により交雑個体が確認された岡山県南

部の水域には、多数のタナゴ類やイシガイ類が生

息している（岡山県 2025）。交雑個体の侵入は、

イケチョウガイとの間で生じる遺伝的攪乱

（Shirai et al. 2010; Ishii et al. 2025）や、オオタナ

ゴの定着の助長（萩原ら 2016; 山本ら 2023）な

どの形で、在来生態系へ悪影響を及ぼす。また、

ニッチの重複する在来のイシガイ類に対して競

合による悪影響を及ぼす可能性も懸念される。し

たがって、岡山県における交雑個体の定着は、イ

ケチョウガイや在来タナゴ類、在来イシガイ類に

以上のような悪影響を及ぼす可能性がある。交雑

個体による悪影響を防止するために、今後、本研

究において未調査の水系に交雑個体の侵入が生

じていないかを明らかにする必要がある。また、

岡山県における交雑個体の宿主利用は未解明で

あり、分布拡大経路を明らかにするためには、宿

主生物の調査が不可欠である。加えて、交雑個体

のさらなる分布の拡大を防止するために、駆除を

行うなどの対策が求められる。 
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